
大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

令和２年度使用教科用図書選定にかかる専門調査会調査結果（第２地区） 

 

地 図 東京書籍 

総  評 

３年生からの地図を活用した学習内容を踏まえ、発達段階に応じた地

図学習ができるようになっている。世界全図は、初めて地図帳に触れる

３年生に配慮し、絵図で構成している。表紙に地方の写真を取り入れ児

童に親しみやすい装丁になっている。地図はメリハリの利いた色の使用

で見やすい。文字についてもフォントにユニバーサルデザインを採用し

読みやすく、文字間も工夫されている。各ページには児童が地図資料を

活用する際に参考になる案内キャラクターが出されている。しかし、キ

ャラクターが多く、児童の思考に与える影響に配慮を要する。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育振興基本計

画等との関連 

○ 心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上に

むけて、地図の活用について基本的な内容を丁寧に記載している。ま

た、全ページカラー刷りで地図の情報を児童が視覚的にとらえやすい

構成となっている。世界の国々の文化について記載があり児童の興味

を引きやすい。 

２ 内容の取扱い 

○ 地図の成り立ちを、絵図を用い説明している。地図帳の使い方では、

記号や方位、縮尺、索引が扱われている。① 

○ 日本の気候や自然、水産業、農業、工業の分布が扱われている。「日

本とそのまわり」では沖ノ鳥島が沈まないように工事されていること

や、択捉島をロシアが占拠していることを記載している。④ 

○ 外国語活動、道徳、家庭科、国語科、音楽科、算数科、理科でも活用

できるように工夫されている。⑦ 

３ 外的要素 

○ さし絵や写真が鮮明で色使いが配慮され、大きさも適切である。地

図上に写真資料を添付せずに、境界線をつけて表示するようにしてい

る。③ 

○ 反射を抑えた印刷で障がいその他特性の有無にかかわらず児童にと

って読み取りやすいようになっている。④ 

４ 構成・配列 

○ 「日本の歴史」では、年表と共に領土の変化などがわかる地図を時

代ごとに扱っており６年生の学習内容に適している。「日本の自然災害」

では、日本全図に災害が起こった日時や場所、プレートの動きがわかる

ように作成されており、４、５年生の学習内容、防災に関する学習内容

に適している。② 

５ 資料・その他 

○ 自然災害と防災、日本の歴史、外国語科や外国語活動、理科、道徳、

家庭科、国語、音楽など、社会科以外の学習活動にも活用できる資料

を掲載している。 

特

に

工

夫

・ 

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育振興基本計

画等との関連 

◯ 地図から読み取って考えさせたい内容が、案内役のキャラクターの

言葉で書かれているため、児童の論理的思考力・判断力、豊かな表現

力等を育成するという点においては配慮が必要である。④ 

２ 内容の取扱い 
○ 地球規模の環境問題に関わる資料の取り扱いについて、工夫を要す

る。⑥ 

３ 外的要素 ○ 表紙が４年間の使用に耐えうる紙質なのか不安がある。① 

４ 構成・配列 
○ 日本と世界のつながりに関して、歴史的なものに重点が置かれてお

り、現代の状況についての資料が少ない。② 

５ 資料・その他 
○ 各ページに登場する案内役のキャラクターが多く、児童の思考に与

える影響に配慮を要する。② 



大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

令和２年度使用教科用図書選定にかかる専門調査会調査結果（第２地区） 

 

地 図 帝国書院 

総  評 

中学年での地図を活用した学習内容を踏まえ、地図記号、方位、縮尺

についてわかりやすい表記である。地図は広く見渡すことができる地図

として 160 万分の１の地図が掲載され児童の発達段階を考慮している。

大阪の地図については縮尺が 20万分の１まで扱われていて、中学年での

地図帳活用がしやすい。世界全図では２つの地図の構成で児童の興味関

心が高まりやすくなっている。表紙は、地図帳使用学年が表記されてい

る。文字フォントはユニバーサルデザインを採用し読みやすい。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育振興基本計

画等との関連 

○ 心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上に

むけて、地図の活用方法や情報の見方を丁寧に記載している。また、

全ページカラー刷りで地図の情報を児童が視覚的にとらえやすい構

成となっている。世界の主だった国々の基本情報の記載がありわかり

やすい。 

２ 内容の取扱い 

○ 大阪府の地図は 100万分の１、50万分の１、20万分の１が扱われて

いる。② 

○ 「広く見わたす地図」において、様々な絵図を地図上に添付するこ

とで都道府県の様子を読み取ったり、比較したりできるようにしてい

る。③ 

○ 日本の地形、気候が各２ページで扱われている。農業、水産業、工

業、日本の空路が扱われている。「日本の領土とそのまわり」では、北

方領土、竹島、尖閣諸島が日本固有の領土であることを記載している。 

○ 「世界各地の地図」における「集まれ！世界の子どもたち」では、

世界各国の子どもたちの様子から異文化理解ができるように配慮され

ている。⑤ 

３ 外的要素 

○ 文字の大きさにメリハリを付け、読み取りやすいようにしている。

また、フォントはユニーバーサルデザインを採用し、行間も適切であ

る。図や写真の説明文などはすべて意味の切れ目で改行しているため

読み取りやすい。② 

○ 田、畑、果樹園の模様をつけ、障がいその他特性の有無にかかわら

ず児童にとって読み取りやすいようになっている。④ 

４ 構成・配列 

○ 日本各地の地図では「広く見わたす地図」と「日本各地の地図」の２

つがある。「広く見わたす地図」では、第４学年で学習する都道府県の

位置と名称を調べる活動の際に活用できる。② 

５ 資料・その他 

○ 防災・減災についての資料や、外国語科、外国語活動、国語、算数、

理科、音楽など、社会科だけではなく他教科でも活用できる資料を掲

載している。 

特

に

工

夫

・ 

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育振興基本計

画等との関連 

○ 都道府県を表す手話の取り上げ方が突発的で、統計資料としての地

図帳の役割としては工夫を要する。③ 

２ 内容の取扱い 
○ 地球規模の環境問題に関わる資料の取り扱いについて、工夫を要す

る。⑥ 

３ 外的要素 
○ 見開きページに複数の異なる地図を掲載するために通し番号を付け

ているが、ほとんどのページが①だけである。② 

４ 構成・配列 
○ 日本と世界のつながりに関して、歴史的なものに重点が置かれてお

り、現代の状況についての資料を加えるなどの工夫が必要である。② 

５ 資料・その他 
○ 世界の写真の横に書かれている内容は統計資料と重複しているの

で、国の様子がわかる写真資料を増やすなどの配慮を要する。② 


